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子どもは、家庭の中だけで育つわけではありません。
本来、子どもは地域の中で育っていく存在なのだと思
います。近所の人の声や気配があり、誰かがそっと見
守っていて、困った時には「大丈夫？」と声を掛けて
もらえる。そんな小さなつながりの積み重ねの中で、子
どもも、大人も支えられてきました。

けれど今は、子育てがとても孤立しやすい。
地域社会から家庭が孤立する。

その中で、不安や疲れ、困難さを、家庭だけで抱え
込まざるを得ない。誰にも頼れないまま、助けを求め
る言葉さえ失ってしまうことがあります。

私たちは、日々の相談支援やショートステイの現場
で、そうした現実に何度も出会ってきました。子ども
が地域の学校へ通い、地域の人たちと出会う中で、「大
切にされている」と感じながら育っていく。そして、子
どもだけではなく、親もまた地域とのつながりの中で
支えられていく。
地域全体で子どもを育てる「社会的養育」の環境を

作っていきたいという思いから、私たちは多機能・都
市型児童家庭支援センター『あかり』をつくろうとし
ています。
『あかり』は、これまで別々に存在していた支援の仕
組みを、地域の中で、もう一度つなぎ直していくため
の拠点です。ただ、「困った時だけ来る場所」ではなく、
日常の中で、人と人がゆるやかにつながり続けられる
場所。子どもだけではなく、親も、地域の人も、「ひと
りじゃない」と感じられる場所でありたいと思ってい
ます。
そのような場所を、「まち」の中につくりたいと考え

ています。
今回のニュースレターでは、なぜSOS子どもの村

JAPANが『あかり』をつくろうとしているのか。その
背景にある思いや実践を、インタビューを通してお伝
えしたいと思っています。
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【 各階コンセプト 】

03

原稿を書き進めるにあたって感じたことがあります。子
どもや家庭を支えるということは、制度や機能を整える
だけではない、ということです。
困った時に立ち寄れる場所がある。顔を覚えてくれて

いる人がいる。「大丈夫」と声を掛けてもらえる。そうし
た関係性そのものが、人を支えているのだと思います。
福岡は、就学や就職、結婚、転勤を機に移り住む人が

多い「まち」です。知り合いのいないまま、子育てが始
まる家庭も少なくありません。不安を抱えながらも頼れ
る人が見つからず、地域の中で孤立してしまうこともあ
ります。けれど、この「まち」には、どこか、受け入れ
る土壌があります。専門職だけではなく、地域の人たち

「大丈夫」と言えるまちをつくる

も自然に子どもを見守ろうとする。制度だけに任せるの
ではなく、「みんなで育てる」という感覚が、まだ息づい
ている。福岡市の里親委託率が全国平均の倍を超え、も
っとも高い水準にあるのも、そうした土壌と無関係では
ないと思います。地域の中で誰かに見守られ、大切にさ
れた経験は、大人になってから、自らが地域の一員とな
って誰かを支えることへと、つながっていくのかもしれ
ません。
強い光ではなくてもいい。けれど、孤立の中にいる誰

かにとって、「ここに来れば大丈夫かもしれない」と思え
る灯りでありたい。福岡から灯す、この「あかり」を、み
なさんと一緒につないでいけたらと思っています。

1階　地域交流室「ひだまり」

2階　子どもの居場所「あかり」

3階　集団療法室・ショートステイ「こずえ」

まちと子どもが集う、ひだまり

暮らしを包む、あかり

木漏れ日の中で芽吹き、つながるこずえ

地域に開かれ、誰もが気軽に立ち寄ることができる場所です。大
きな樹の下に人が集うように、人と人が自然につながり、交流が生
まれる居場所を目指します。

家庭のような温もりの中で、子どもたちが安心して過ごせる場所
です。家にいるような落ち着きを感じられる環境をつくり、一人ひ
とりの日常にやさしく寄り添います。食事や団らん、勉強など、何
気ない会話や時間の積み重ねを大切にしながら、「ただいま」と言え
るような安心感のある居場所を育みます。

遊びを通して人が集まり、それぞれの居場所が育まれる活動的な
空間です。ショートステイ機能も備え、安心して過ごせる環境の中
で、枝葉のように多様な活動や交流が広がるフロアです。

4階　事務室「こかげ」

5階　相談室・プレイルーム「こもれび」

エレベーター・階段

子どもたちを静かに見守る、こかげ

心をやさしくひらく、こもれび

大きな樹を支える、静かな幹

建物を運営する人たちが働き、施設全体を支える場所です。木陰
のようにそっと寄り添いながら、子どもたちを見守り支える空間を
目指します。

相談に訪れる人を、こもれびのような柔らかな光で包み込む場所
です。安心して言葉を交わせる静かで穏やかな対話の空間として、相
談者の緊張や不安をやさしく和らげます。また、プレイルームは遊
びや交流を通して子どもたちが自然に過ごせるこころの居場所です。
対話や遊びを通して、人とのつながりや安心感を育む「こもれび」
のような空間をつくります。

建物の縦動線であるエレベーター・屋内階段は、子どもたちの居
場所を静かに支える「樹の幹」です。各階のやわらかな空間をつな
ぎながら、上へ伸びる成長や未来への広がりを感じさせる、建築の
中心軸となります。モノトーンで統一することで各フロアとの対比
を生み出し、落ち着きのある凛とした空間を創出します。
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Newsletterは、マンスリー会員の方への会報誌です。
全てのページをご覧になりたい方は入会をご検討ください。


